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例題アプリケーションの提案
04.5.20

 

中所

■食品管理システムのユースケース図の例
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■できるだけ，小さなサブシステムを単品開発したい．
（サブシステムだけで利用可とする）

◆（06.4.20 追記）

・現在の買出し係の業務は，以下の２種類に分離すべき
＊食品登録管理：販売する食品の決定
＊在庫管理

 

：適正な在庫量の確保

△市川→現在はＷｅｂ2.0に興味（=>proM応用できないか）

・栗林→タッチパネル対応ＧＵＩ，他サイト連携，Ｗｅｂページラッピング，
ＡＰコンポーネント化などに興味

・杜→発注システムとの連携，ＨＴＭＬ／ＸＭＬ双方向変換などに興味
△八木→現在は検索用キーワード自動抽出による文書自動分類に興味
・山田（あ）→ゼミ決め（=>登録商品決め）のＷｅｂエントリに興味

・山田（ひ）→Ｗｅｂサービス実現に興味，何をどのように作るか検討中．



■

 

オブジェクト間の相互作用を示すコラボレーション図
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■基本方針
・できるだけオブジェクト間を疎結合にする．
・できれば，Ｗｅｂサービス化する．
・ＸＭＬインタフェースを基本とし，必要ならＨＴＭＬインタフェースも．
（単品使用では，HTMLインタフェースのみ）

・機能拡張，機能連携の容易なアーキテクチャ
・エンドユーザ主導開発の可能性（ＵＩ駆動型とモデル駆動型）
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